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②

　　

1010
月
８
日
（
土
）
に
、滋
賀
県
長
浜
市
の
長
浜
城
歴
史
博
物
館
前
広
場
に
お
い
て
、

月
８
日
（
土
）
に
、滋
賀
県
長
浜
市
の
長
浜
城
歴
史
博
物
館
前
広
場
に
お
い
て
、

第第
3737
回
長
浜
火
縄
銃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
地

回
長
浜
火
縄
銃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
地

元
の
国
友
鉄
砲
研
究
会
や
本
市
の
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
ほ
か
、
堺
火
縄
銃
保
存

元
の
国
友
鉄
砲
研
究
会
や
本
市
の
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
ほ
か
、
堺
火
縄
銃
保
存

会
、
彦
根
鉄
砲
隊
の
計
４
団
体
に
よ
る
試
射
演
武
が
披
露
さ
れ
、
轟
音
を
轟
か
せ
ま

会
、
彦
根
鉄
砲
隊
の
計
４
団
体
に
よ
る
試
射
演
武
が
披
露
さ
れ
、
轟
音
を
轟
か
せ
ま

し
た
。

し
た
。

　

前
日
に
は
、
長
浜
市
役
所
に
お
い
て
友
好
都
市
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
国
友
鉄
砲

　

前
日
に
は
、
長
浜
市
役
所
に
お
い
て
友
好
都
市
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
国
友
鉄
砲

研
究
会
の
廣
瀬
会
長
や
今
年

研
究
会
の
廣
瀬
会
長
や
今
年
33
月
に
就
任
さ
れ
た
浅
野
長
浜
市
長
も
出
席
す
る
な
ど

月
に
就
任
さ
れ
た
浅
野
長
浜
市
長
も
出
席
す
る
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

火
縄
銃
が
繋
ぐ
友
好

火
縄
銃
が
繋
ぐ
友
好

　　

1010
月月
1515
日
（
土
）
に
、
大
阪
府
堺
市

日
（
土
）
に
、
大
阪
府
堺
市

に
お
い
て
第

に
お
い
て
第
4949
回
堺
ま
つ
り
が
開
催
さ

回
堺
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
ま
つ
り
で
は
、

れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
ま
つ
り
で
は
、

従
来
の
「
大
パ
レ
ー
ド
」
で
は
な
く
、

従
来
の
「
大
パ
レ
ー
ド
」
で
は
な
く
、

通
り
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
開
放
す
る

通
り
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
開
放
す
る

「
参
加
体
験
型
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
」

「
参
加
体
験
型
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
」

へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
。
様
々

へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
。
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
中
、
本
市

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
中
、
本
市

の
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
も
試
射
演
武

の
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
も
試
射
演
武

を
披
露
す
る
な
ど
し
て
ま
つ
り
を
盛
り

を
披
露
す
る
な
ど
し
て
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

上
げ
ま
し
た
。

《
大
阪
府
堺
市
》

　
　

堺
ま
つ
り

西
之
表
市

商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

《
滋
賀
県
長
浜
市
》
長
浜
火
縄
銃
大
会

　　

1111
月
５
日
（
土
）
に
日
ポ
港
公
園
で

月
５
日
（
土
）
に
日
ポ
港
公
園
で

西
之
表
市
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

西
之
表
市
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉄
砲
太
鼓
や
市
民
団
体
に
よ
る
ス

　

鉄
砲
太
鼓
や
市
民
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
他
、
大
迫
力
の
火
縄

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
他
、
大
迫
力
の
火
縄

銃
保
存
会
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

銃
保
存
会
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　　

1212
人
に
よ
る
一
斉
射
撃
で
は
、
一
糸

人
に
よ
る
一
斉
射
撃
で
は
、
一
糸

乱
れ
ぬ
演
武
に
拍
手
が
湧
き
お
こ
り
ま

乱
れ
ぬ
演
武
に
拍
手
が
湧
き
お
こ
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
実
施
が
見
送
ら
れ
て

症
の
影
響
に
よ
り
実
施
が
見
送
ら
れ
て

い
た
こ
ど
も
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
た
ほ

い
た
こ
ど
も
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
夕
方
に
は
、
鉄
砲
ま
つ
り
で
実
施

か
、
夕
方
に
は
、
鉄
砲
ま
つ
り
で
実
施

予
定
で
あ
っ
た
６
０
０
０
発
の
花
火
も

予
定
で
あ
っ
た
６
０
０
０
発
の
花
火
も

打
ち
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

打
ち
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
と
大
阪
府
堺
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

　

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
と
大
阪
府
堺
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
代
表
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

の
地
域
を
代
表
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
33
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
火
縄
銃
が
繋
ぐ
友
好

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
火
縄
銃
が
繋
ぐ
友
好

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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ま・ち・の・わ・だ・い

③

種
子
島
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
（
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
）

種
子
島
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
（
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
）

　　

1010
月月
2222
日
（
土
）
に
「
種
子
島

日
（
土
）
に
「
種
子
島B

IG
 V
ISIO

N
B
IG
 V
ISIO

N

（
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ョ
ン
）」
が
中
種

（
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ョ
ン
）」
が
中
種

子
町
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
子
島
の
Ｉ
Ｔ
企
業
株
式
会
社

子
町
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
子
島
の
Ｉ
Ｔ
企
業
株
式
会
社V

illage 
V
illage 

A
I
A
I

が
主
催
（
種
子
島
１
市
２
町
後
援
）
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
島
内
の
子
ど
も

が
主
催
（
種
子
島
１
市
２
町
後
援
）
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
島
内
の
子
ど
も

た
ち
が
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
で
技
術
面
及
び
精
神
面
で
の
成
長
を

た
ち
が
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
で
技
術
面
及
び
精
神
面
で
の
成
長
を

促
す
た
め
、
元
日
本
代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
福
西
崇
史
氏
を
中
心
と
し
た
元
日
本
代
表

促
す
た
め
、
元
日
本
代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
福
西
崇
史
氏
を
中
心
と
し
た
元
日
本
代
表

サ
ッ
カ
ー
選
手

サ
ッ
カ
ー
選
手
1616
名
が
種
子
島
に
集
結
し
ま
し
た
。
地
元
高
校
生
・
社
会
人
選
手
と

名
が
種
子
島
に
集
結
し
ま
し
た
。
地
元
高
校
生
・
社
会
人
選
手
と

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
チ
、
島
内
の
子
ど
も
達
へ
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
が
実
施
さ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
チ
、
島
内
の
子
ど
も
達
へ
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が
集
ま
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が
集
ま
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

マ
ッ
チ
も
多
く
の
人
が
観
戦
す
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ッ
チ
も
多
く
の
人
が
観
戦
す
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
高
校
生
チ
ー
ム
が
得
点
を
挙
げ
る
と
会
場
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
、
サ
ッ

　

地
元
の
高
校
生
チ
ー
ム
が
得
点
を
挙
げ
る
と
会
場
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

カ
ー
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　　

1111
月
５
日
（
土
）
に
、
吉
俣
良
さ
ん

月
５
日
（
土
）
に
、
吉
俣
良
さ
ん

と
総
勢

と
総
勢
2525
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
市
民
会
館
で
公
演
さ
れ

コ
ン
サ
ー
ト
が
市
民
会
館
で
公
演
さ
れ

ま
し
た
。
篤
姫
に
Ｄ
ｒ
．
コ
ト
―
な
ど
、

ま
し
た
。
篤
姫
に
Ｄ
ｒ
．
コ
ト
―
な
ど
、

数
々
の
ド
ラ
マ
の
名
シ
ー
ン
が
音
楽
で

数
々
の
ド
ラ
マ
の
名
シ
ー
ン
が
音
楽
で

蘇
る
珠
玉
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
コ
ン

蘇
る
珠
玉
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
力
強
く
も
優
し
い
演
奏
と

サ
ー
ト
で
、
力
強
く
も
優
し
い
演
奏
と

そ
の
音
色
に
会
場
中
が
酔
い
し
れ
ま
し

そ
の
音
色
に
会
場
中
が
酔
い
し
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
演
終
了
後
に
は
ス
タ
ン

た
。
ま
た
、
公
演
終
了
後
に
は
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
、

デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
、

満
員
の
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

満
員
の
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
宝
く
じ

　

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
宝
く
じ

の
助
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

の
助
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宝
く
じ
文
化
公
演

　
「
吉
俣
良
コ
ン
サ
ー
ト
」

　　

1111
月月
1212
日
（
土
）
に
、
県
建
築
士
会

日
（
土
）
に
、
県
建
築
士
会

熊
毛
支
部
と
種
子
島
建
築
協
同
組
合
と

熊
毛
支
部
と
種
子
島
建
築
協
同
組
合
と

の
合
同
に
よ
る
、
海
岸
清
掃
活
動
が
美

の
合
同
に
よ
る
、
海
岸
清
掃
活
動
が
美

浜
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
2121
名
が
参

名
が
参

加
し
、
美
し
い
自
然
を
残
し
て
い
く
こ

加
し
、
美
し
い
自
然
を
残
し
て
い
く
こ

と
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
実

と
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
一
台
分
の
ゴ

施
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
一
台
分
の
ゴ

ミ
が
集
ま
り
、
活
動
に
参
加
し
た
田
中

ミ
が
集
ま
り
、
活
動
に
参
加
し
た
田
中

恭
二
さ
ん
は
「
美
し
い
自
然
が
後
世
に

恭
二
さ
ん
は
「
美
し
い
自
然
が
後
世
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
同

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
同

じ
業
種
の
仲
間
と
の
絆
も
強
ま
り
、
建

じ
業
種
の
仲
間
と
の
絆
も
強
ま
り
、
建

築
業
界
の
発
展
、
そ
し
て
住
み
よ
い
社

築
業
界
の
発
展
、
そ
し
て
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
な
お
嬉

会
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
な
お
嬉

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
水
辺
サ
ポ
ー
ト
」活
動（
海
岸
清
掃
）
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

古
田
小
学
校
で
親
子
陶
芸
活
動

　　

1010
月
８
日
（
土
）
古
田
小
学
校
で
親

月
８
日
（
土
）
古
田
小
学
校
で
親

子
陶
芸
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
陶
芸
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
田
小
学
校
に
は

　

古
田
小
学
校
に
は
4040
年
ほ
ど
前
に
窯

年
ほ
ど
前
に
窯

が
作
ら
れ
、
毎
年
、
焼
物
の
製
作
を
行
っ

が
作
ら
れ
、
毎
年
、
焼
物
の
製
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
年
、
講
師
に
招
い
て
い

て
い
ま
す
。
例
年
、
講
師
に
招
い
て
い

る
住
吉
窯
の
山
本
達
也
さ
ん
の
指
導
の

る
住
吉
窯
の
山
本
達
也
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
来
年
度
の
干
支
で
あ
る
卯
を
デ

も
と
、
来
年
度
の
干
支
で
あ
る
卯
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
作
品
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど

ザ
イ
ン
し
た
作
品
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
古
田
御
前
窯
の
火
入
れ
は
行

禍
の
た
め
古
田
御
前
窯
の
火
入
れ
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
吉
窯
で
焼

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
吉
窯
で
焼

く
こ
と
と
な
り
、中
倉
涼
音
さ
ん
は
（
５

く
こ
と
と
な
り
、中
倉
涼
音
さ
ん
は
（
５

年
）「
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
，
作
品
が

年
）「
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
，
作
品
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
焼
き
上
が
り
が
楽

で
き
て
よ
か
っ
た
。
焼
き
上
が
り
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

1010
月月
９９
日
（
日
）、
中
種
子
町
陸
上
競

日
（
日
）、
中
種
子
町
陸
上
競

技
場
を
会
場
と
し
て
、
西
之
表
市
陸
上

技
場
を
会
場
と
し
て
、
西
之
表
市
陸
上

競
技
協
会
主
催
の
陸
上
競
技
ク
リ
ニ
ッ

競
技
協
会
主
催
の
陸
上
競
技
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
協
会
専
門
部
か

　

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
協
会
専
門
部
か

ら
、
短
距
離
、
長
距
離
、
ハ
ー
ド
ル
、

ら
、
短
距
離
、
長
距
離
、
ハ
ー
ド
ル
、

走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
そ
れ
ぞ

走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
島
内
の

れ
の
専
門
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
島
内
の

中
高
生
約

中
高
生
約
7070
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
陸
上
競
技
選
手
に
と
っ

　

未
来
を
担
う
陸
上
競
技
選
手
に
と
っ

て
、
島
内
で
専
門
競
技
の
指
導
を
受
け

て
、
島
内
で
専
門
競
技
の
指
導
を
受
け

ら
れ
る
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

ら
れ
る
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

西
之
表
市
陸
上
競
技
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
瀬
良
行
さ
ん 

か
ら
い
も
献
上

　　

1010
月月
1818
日
（
火
）、
大
瀬
休
左
衛
門
の

日
（
火
）、
大
瀬
休
左
衛
門
の

子
孫
で
あ
る
大
瀬
良
行
さ
ん
が
、
栖
林

子
孫
で
あ
る
大
瀬
良
行
さ
ん
が
、
栖
林

神
社
（
か
ら
い
も
神
社
）
に
か
ら
い
も

神
社
（
か
ら
い
も
神
社
）
に
か
ら
い
も

を
献
上
し
ま
し
た
。

を
献
上
し
ま
し
た
。

　

大
瀬
休
左
衛
門
は
、
琉
球
王
国
か
ら

　

大
瀬
休
左
衛
門
は
、
琉
球
王
国
か
ら

お
く
ら
れ
た
「
甘
藷
」
の
栽
培
に
成
功

お
く
ら
れ
た
「
甘
藷
」
の
栽
培
に
成
功

し
、
飢
饉
や
災
害
に
苦
し
ん
で
い
た
島

し
、
飢
饉
や
災
害
に
苦
し
ん
で
い
た
島

を
救
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
感
謝
し
、
神

を
救
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
感
謝
し
、
神

社
と
大
瀬
休
左
衛
門
夫
婦
の
墓
（
下
石

社
と
大
瀬
休
左
衛
門
夫
婦
の
墓
（
下
石

寺
）
に
か
ら
い
も
を
供
え
る
習
わ
し
が

寺
）
に
か
ら
い
も
を
供
え
る
習
わ
し
が

毎
年
続
い
て
い
ま
す
。

毎
年
続
い
て
い
ま
す
。

▲大瀬良行さん（前列真ん中）

全
国
防
犯
栄
誉
銅
賞
を
受
賞

　

種
子
島
地
区
防
犯
協
会
の
西
之
表
地

　

種
子
島
地
区
防
犯
協
会
の
西
之
表
地

区
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
で
あ
る
古
田
校

区
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
で
あ
る
古
田
校

区
の
窪
田
良
二
さ
ん
が
、
防
犯
活
動
功

区
の
窪
田
良
二
さ
ん
が
、
防
犯
活
動
功

労
者
と
し
て
「
全
国
防
犯
栄
誉
銅
賞
」

労
者
と
し
て
「
全
国
防
犯
栄
誉
銅
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、
種
子
島
地
区
防
犯
協

　

窪
田
さ
ん
は
、
種
子
島
地
区
防
犯
協

会
会
長
で
あ
る
西
之
表
市
長
と
種
子
島

会
会
長
で
あ
る
西
之
表
市
長
と
種
子
島

警
察
署
長
か
ら
、
平
成

警
察
署
長
か
ら
、
平
成
1717
年
４
月
に
地

年
４
月
に
地

域
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
、
西

域
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
、
西

之
表
地
区
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
積

之
表
地
区
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
積

極
的
に
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
窪

極
的
に
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
窪

田
氏
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
認

田
氏
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
認

め
ら
れ
た
の
だ
と
、
嬉
し
く
思
う
。
地

め
ら
れ
た
の
だ
と
、
嬉
し
く
思
う
。
地

区
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
た
い
」
と
話
し

区
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。
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《
安
納
棒
踊
（
市
指
定
文
化
財
）》

　　

1010
月月
1616
日
（
日
）
に
安
納
神
社
で
棒

日
（
日
）
に
安
納
神
社
で
棒

踊
が
奉
納
さ
れ

踊
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

踊
手
は
、
６
人
１
組
で
棒
と
鎌
を
使

い
な
が
ら
、
歌
に
合
わ
せ
て
特
徴
的
な

素
早
い
動
き
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
郷
土
芸
能

棒
踊 

各
地
域
で
奉
納
さ
れ
る

▲安納棒踊▲安城棒踊
《
安
城
薙
刀
踊
り
・
安
城
棒
踊
》

　　

1010
月月
2323
日
（
日
）
に
諏
訪
神
社
で
は
、

日
（
日
）
に
諏
訪
神
社
で
は
、

安
城
棒
踊
の
奉
納
と
、
安
城
小
学
校
児

童
に
よ
る
安
城
薙
刀
踊
り
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
８
人
１
組
で
披
露
す
る
安
城

棒
踊
り
で
は
六
尺
棒
を
使
用
し
、
当
日

は
３
組
で
踊
り
ま
し
た
。

　

校
区
民
や
出
身
者
等
が
集
ま
り
、
一

昨
年
か
ら
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

▲安城薙刀踊の様子

　　

1111
月
２
日
（
水
）
に
住
吉
小
学
校
で

月
２
日
（
水
）
に
住
吉
小
学
校
で

３
年
ぶ
り
に
異
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
が

３
年
ぶ
り
に
異
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
が

行
わ
れ
、
全
校
児
童
と
住
吉
本
村
老
人

行
わ
れ
、
全
校
児
童
と
住
吉
本
村
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
コ
ー
ス
が

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
コ
ー
ス
が

作
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
見
本

作
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
見
本

を
見
せ
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
歓
声
が

を
見
せ
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
歓
声
が

上
が
る
な
ど
、
楽
し
く
コ
ー
ス
を
回
り

上
が
る
な
ど
、
楽
し
く
コ
ー
ス
を
回
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
平
野
律
子
さ
ん
は

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
平
野
律
子
さ
ん
は

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
て

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
て

良
か
っ
た
。
孫
も
楽
し
み
に
し
て
い
て

良
か
っ
た
。
孫
も
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
れ
て
い
た
。
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

く
れ
て
い
た
。
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安
納
小
学
校
で

二
胡
四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　　

1111
月
４
日
（
金
）
に
安
納
小
学
校
体

月
４
日
（
金
）
に
安
納
小
学
校
体

育
館
で
中
国
伝
統
の
弦
楽
器
、
二
胡
の

育
館
で
中
国
伝
統
の
弦
楽
器
、
二
胡
の

四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

中
国
の
祝
い
歌
、
世
界
の
民
謡
、
ア

　

中
国
の
祝
い
歌
、
世
界
の
民
謡
、
ア

ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど
計
７
曲
が
演
奏
が

ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど
計
７
曲
が
演
奏
が

さ
れ
、
子
供
た
ち
も
曲
に
合
わ
せ
て
手

さ
れ
、
子
供
た
ち
も
曲
に
合
わ
せ
て
手

拍
子
、
ダ
ン
ス
、
打
楽
器
な
ど
で
会
場

拍
子
、
ダ
ン
ス
、
打
楽
器
な
ど
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

実
際
に
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
き
、

　

実
際
に
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
き
、

樫
塚
桜
彩
さ
ん
（
５
年
）
は
「
音
を
聴

樫
塚
桜
彩
さ
ん
（
５
年
）
は
「
音
を
聴

い
た
と
き
は
歌
い
出
し
そ
う
に
な
っ

い
た
と
き
は
歌
い
出
し
そ
う
に
な
っ

た
。
海
の
曲
の
メ
ド
レ
ー
が
特
に
好
き

た
。
海
の
曲
の
メ
ド
レ
ー
が
特
に
好
き

で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住
吉
小
学
校
で

異
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
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⑥

榕
城
小
学
校
で
種
子
島
茶
を
学
ぶ

榕
城
小
学
校
で
種
子
島
茶
を
学
ぶ
　　

1111
月
１
日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
５
年

月
１
日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
５
年

生
の
児
童
が
、
種
子
島
茶
に
つ
い
て
学

生
の
児
童
が
、
種
子
島
茶
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

び
ま
し
た
。

　

種
子
島
茶
業
研
究
会
か
ら
、
射
場
貴

　

種
子
島
茶
業
研
究
会
か
ら
、
射
場
貴

大
さ
ん
と
窪
田
大
樹
さ
ん
の
２
名
が
榕

大
さ
ん
と
窪
田
大
樹
さ
ん
の
２
名
が
榕

城
小
学
校
を
訪
れ
、
５
年
生
の
児
童
へ

城
小
学
校
を
訪
れ
、
５
年
生
の
児
童
へ

種
子
島
茶
の
歴
史
や
お
茶
の
生
産
地
、

種
子
島
茶
の
歴
史
や
お
茶
の
生
産
地
、

製
茶
工
場
で
の
工
程
に
つ
い
て
な
ど
の

製
茶
工
場
で
の
工
程
に
つ
い
て
な
ど
の

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
に
は
、
お
い
し
い
お
茶
の

　

講
話
の
後
に
は
、
お
い
し
い
お
茶
の

淹
れ
方
も
実
践
し
、
児
童
か
ら
は
「
１

淹
れ
方
も
実
践
し
、
児
童
か
ら
は
「
１

回
目
よ
り
も
２
回
目
に
淹
れ
た
お
茶
の

回
目
よ
り
も
２
回
目
に
淹
れ
た
お
茶
の

方
が
苦
み
が
あ
っ
て
、
お
い
し
く
感
じ

方
が
苦
み
が
あ
っ
て
、
お
い
し
く
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　　

1111
月
２
日
（
水
）、
種
子
島
中
学
校

月
２
日
（
水
）、
種
子
島
中
学
校

で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
学
校
で
は
「
キ
ャ
リ
ア

　

種
子
島
中
学
校
で
は
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰
校
と
し

教
育
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰
校
と
し

て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に

て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に

「
２
０
５
０
年
の
種
子
島
を
支
え
る
た

「
２
０
５
０
年
の
種
子
島
を
支
え
る
た

め
に
、
将
来
何
が
で
き
る
か
。
今
何
を

め
に
、
将
来
何
が
で
き
る
か
。
今
何
を

す
れ
ば
い
い
か
」
に
つ
い
て
年
間
を
通

す
れ
ば
い
い
か
」
に
つ
い
て
年
間
を
通

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
の
発
表
で
は
、
芝
浦
工
業
大

　

３
年
生
の
発
表
で
は
、
芝
浦
工
業
大

学
と
の
連
携
授
業
で
学
ん
だ
、
様
々
な

学
と
の
連
携
授
業
で
学
ん
だ
、
様
々
な

課
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

課
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
取
組
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

目
標
）
の
取
組
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
「
提
言
」
と
し
て
発
表
さ
れ
ま

ご
と
に
「
提
言
」
と
し
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

種
子
島
中
学
校
学
習
発
表
会

　　

1111
月月
33
日
（
木
）
に
安
城
・
立
山
・

日
（
木
）
に
安
城
・
立
山
・

古
田
校
区
の
３
校
区
が
運
営
す
る
キ
ッ

古
田
校
区
の
３
校
区
が
運
営
す
る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
「

チ
ン
カ
ー
「kitchen 

kitchen 

も
よ
ー
て
」
の

も
よ
ー
て
」
の

内
覧
会
・
出
発
式
が
立
山
小
学
校
グ
ラ

内
覧
会
・
出
発
式
が
立
山
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
運
営
す
る
３
校
区

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
運
営
す
る
３
校
区

で
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

で
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
鹿
児
島
県
市

町
村
振
興
助
成
金
を
活
用
し
た
事
業

で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
食
の
提
供
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
高
齢
者
・
児
童
の

見
守
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
等
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
女
性
団
体
や
校
区
に
配
属
さ

れ
て
い
る
集
落
支
援
員
を
中
心
に
運
営

さ
れ
、
毎
週
火
曜
日
は
古
田
校
区
、
水

曜
日
は
立
山
校
区
、
木
曜
日
は
安
城
校

区
と
週
に
１
回
は
各
校
区
へ
出
店
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
校
区
運
営
（
安
城
・
立
山
・
古
田
）

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
ス
タ
ー
ト
！

▶▶
立
山
校
区

立
山
校
区

▶▶
安
城
校
区

安
城
校
区

▶▶
古
田
校
区

古
田
校
区
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地域課題解決のための地域課題解決のための

地域ワークショッ地域ワークショップを開催しました

2 回目のワークショップに
　　　     参加されたみなさま

　令和 4 年度は上西・下西・伊関・　令和 4 年度は上西・下西・伊関・
安納校区で各校区 2 回の地域ワーク安納校区で各校区 2 回の地域ワーク
ショップを開催しました。ショップを開催しました。
　ワークショップのファシリテーター　ワークショップのファシリテーター
は昨年度同様、川喜田二郎氏が主宰しは昨年度同様、川喜田二郎氏が主宰し
ていた研究所で KJ 法の研究と普及にていた研究所で KJ 法の研究と普及に
20 年従事した山浦晴男氏が務め、各校20 年従事した山浦晴男氏が務め、各校
区の課題を解決する多くのアイデアを区の課題を解決する多くのアイデアを
まとめました。まとめました。

アンケートの回答へのご協力ありがとうございました。アンケートの回答へのご協力ありがとうございました。
地域ワークショップの様子は市ホームページに掲載しています。地域ワークショップの様子は市ホームページに掲載しています。

上西上西

下西下西

伊関伊関

安納安納

　過疎化・少子高齢化などの地域課題に対する解決アイデア　過疎化・少子高齢化などの地域課題に対する解決アイデア
を検討しながら「地域計画」策定のための実行計画を作成すを検討しながら「地域計画」策定のための実行計画を作成す
ることを目的に開催しました。ることを目的に開催しました。

●目的

　高校生以上の方を対象に地域アンケートを実　高校生以上の方を対象に地域アンケートを実
施し、「困りごと」と「こうありたい未来」を施し、「困りごと」と「こうありたい未来」を
つなぐ解決アイデアをワークショップで検討しつなぐ解決アイデアをワークショップで検討し
ました。ました。
　第 2 回のワークショップでは、解決アイデ　第 2 回のワークショップでは、解決アイデ
アをもとに実行計画を作成しました。アをもとに実行計画を作成しました。

●方法

　今回のワークショップでまとまった解決アイデアをもと　今回のワークショップでまとまった解決アイデアをもと
に、地域で各プロジェクトを始動します。に、地域で各プロジェクトを始動します。
　プロジェクトメンバーを中心に、校区のみなさまのご協力　プロジェクトメンバーを中心に、校区のみなさまのご協力
をいただきながら、課題解決に向け今後も進んでいきます。をいただきながら、課題解決に向け今後も進んでいきます。

●今後の展開

■■問い合わせ先
市役所地域支援課コミュニティ推進係

　☎ 22‐1111 内線 215
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⑧

市
長
独
言
№ 68
…
ア
ッ
キ
ー
様
の
狂
言

　

埋
め
立
て
前
の
榕
城
湾
の
城
ノ
浜
で
火
縄
銃
試
射
の
光
景
を
流
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が

あ
り
、
人
だ
か
り
の
中
心
に
、
自
ら
撃
っ
た
銃
の
轟
音
と
反
動
に
破
顔
一
笑
す
る
ヒ
ゲ

の
ア
ッ
キ
ー
様
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
島
主
種
子
島
家
の
28
代
時
望
氏
の
弟
種
子
島
時

哲
（
と
き
あ
き
）
氏
で
す
。

　

私
の
小
学
生
時
代
、
東
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
の
あ
た
り
に
西
之
表
市
立
図
書

館
が
あ
り
、
ア
ッ
キ
ー
様
が
館
長
で
し
た
。
当
時
、
ア
イ
ヌ
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
コ

タ
ン
の
口
笛
」が
島
で
も
上
映
さ
れ
ら
し
く
大
人
た
ち
が
話
題
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

原
作
の
本
を
借
り
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
週
刊
朝
日
が
10
月
下
旬
か
ら
３
号
連
続
で

司
馬
遼
太
郎
の
「
街
道
を
ゆ
く　

種
子
島
み
ち
」
を

掲
載
し
、
挿
絵
に
古
武
士
然
と
し
た
ア
ッ
キ
ー
様
が

登
場
し
ま
す
。

　

半
世
紀
前
の
取
材
で
来
島
し
た
司
馬
さ
ん
を
囲
ん

だ
宴
の
記
念
写
真
が
赤
尾
木
城
文
化
伝
承
館
「
月
窓

亭
」に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。当
時
の
市
長
井
元
正
流
、

種
子
島
家
29
代
時
邦
、
郷
土
史
家
平
山
武
章
の
各
氏

ら
が
同
席
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と
き
同
行
し
た
薩

摩
焼
の
沈
寿
官
氏
が
妙
円
寺
詣
り
の
長
い
歌
を
披
露

し
た
後
、
ア
ッ
キ
ー
様
が
立
ち
上
が
り
、
尺
八
を
刀

の
代
わ
り
に
差
し
て
「
そ
も
そ
も
、
身
共
は
薩
州
鹿

児
島
一
ッ
ち
の
豪
傑
」
と
室
町
狂
言
の
よ
う
な
身
ぶ

り
で
お
ど
け
は
じ
め
た
と「
種
子
島
み
ち
」に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
さ
か
だ
の
き
じ
ろ
う
」

と
い
う
化
け
物
退
治
の
ひ
と
り
狂
言
で
し
た
。

　

深
山
の
古
寺
に
出
没
す
る
妖
怪
を
退
治
し
に
出
か
け
た
が
、
八
尺
有
余
の
相
手
を
前

に
か
な
わ
ぬ
と
み
て
、
い
の
ち
を
捨
て
て
は
不
孝
、
不
忠
に
な
る
と
「
そ
こ
で
持
っ
た

る
大
小
が
ら
り
と
投
げ
捨
て　

本
国
さ
し
て
ぞ
逃
げ
か
え
る
」
と
退
場
し
ま
す
。

　

ア
ッ
キ
ー
様
は
翌
日
、
司
馬
一
行
を
栖
林
神
社
と
種
子
島
家
墓
地
、
城
跡
（
旧
榕
城

中
学
校
）
と
祢
寝
戦
争
の
合
戦
場
な
ど
に
案
内
し
ま
し
た
。
日
本
最
南
端
の
武
家
社
会

の
歴
史
に
つ
い
て
、
私
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司馬遼太郎と懇談するアッキー様（右から三人目）
＝ 1975 年撮影（月窓亭所蔵）

【材料】（4人分）
鶏ひき肉…300g
みそ………15g（大さじ 1強）
酒…………大さじ 1
溶き卵……1個分
青ねぎ……5g
片栗粉……大さじ 4

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 187 弾第 187 弾 「なると巻き」「なると巻き」
かにかまぼこ……40g
（ロングサイズ 3本分）
焼き海苔…………3枚
（巻き寿司用海苔）
油…………………適量

【作り方】
① みそを酒で溶き、ひき肉を加え粘りが出るまで混ぜ、溶き卵を加える。
② 海苔を半分に切り（手巻き海苔の場合はそのまま使う）、縦長に並べる。並べた海苔の奥側を 2㎝と、縦長に並べる。並べた海苔の奥側を 2㎝と
　両端を少し残して①を均一に広げる。手前から巻いたら、真ん中を軽く握って少し細くする（加熱す　両端を少し残して①を均一に広げる。手前から巻いたら、真ん中を軽く握って少し細くする（加熱す
　ると真ん中が膨らんでくるため）。　ると真ん中が膨らんでくるため）。
③ フライパンに深さ 1㎝程度の油を入れて、150℃～ 160℃の中温に熱し、②の巻き終わりを下にして
　並べる。下面が固まってきたら転がして、全体的に固まったら弱火にして、ときどき返しながら 7分
　～ 8分揚げ焼きにする。
④ ③を一口大に切り分け、皿に盛る。
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▼詳しくはこちら

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　本市では、少子化対策の一環として、市内独身
男女を対象に婚活支援を行っています。
次のとおり出会いイベントを開催予定です。素敵
な出会いを求めて、１歩踏み出す「恋活」を始め
てみませんか？
【対象者】独身男女
年齢：25歳位～ 59歳位
〈男性〉西之表市内在住の独身男性
〈女性〉結婚後、西之表市で生活する意思のある方
　　　（島内外在住問わず、参加可）
【開催日】
令和５年１月 14日（土）～ 15日（日）
【参加料】男性 6,000 円、女性 5,000 円
※食事代（１日目夕食、２日目昼食）込み
※島外女性参加者については、高速船代（鹿児島
市南埠頭－西之表港間の往復）、市内ホテル宿泊費
（１泊個室）が含まれています。
【募集定員】男女 計 20名
【スケジュール等】
内容や時間、場所等の詳細は、参加者へ個別にお
伝えします。
【募集締切】令和４年 12月 26日（月）
【申込方法】申込み専用Webフォーム
【特別協賛】
株式会社川商ハウス、第一生命保険株式会社
※第２回目のイベントも準備中
開催日：令和５年２月５日（日）
～気軽なお友達づくりの場～

西之表市婚活応援プロジェクト
「恋活にしのおもて市」開催

■申込・問合せ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 22‐1111内線 214

■問合せ先
　保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

　今回が最後の新型コロナワクチンの集団接種に
なる予定です。対象の方で、まだオミクロン株対
応ワクチン接種を受けていない方は、接種をご検
討ください。
【対象者】新型コロナワクチンを 2回以上接種し
ている 18歳以上の方で、まだオミクロン株対応
ワクチンを接種していない方
【日程】
〇ファイザー社製
令和４年 11 月 29 日（火）～ 12 月 3 日（土）
及び 12月 6日（火）～ 12月 8日（木）
※ワクチンの供給状況次第では、12月 13日 ( 火 )
～12月16日 (金 )にも実施する場合があります。
〇モデルナ社製
令和４年 12月 9日（金）・12月 10日（土）
【時間】8時 30分～ 11時（30分単位での予約）
【予約方法】
〇電話での予約
・受付時間…9時～ 12時、13時～ 17時
・コールセンター…0997-28-3721
　　　　　　　　  0997-28-3751
〇スマホでの予約
・24時間受付可能
・右のＱＲコードを読み取り、
予約画面に入力してください。

《※新型コロナワクチンとインフルエンザワクチン
の接種間隔について》
　通常、新型コロナワクチンと他のワクチンを接
種する場合、２週間以上の接種間隔を空けること
とされていますが、インフルエンザワクチンに限っ
ては同時接種も認められています。
　詳しくは、保健センターすこやか、またはそれ
ぞれのワクチン接種時の問診医にお尋ねください。

新型コロナワクチン（オミクロン株対応
ワクチン）の集団接種を実施します。
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⑩

　SNSで市政情報を発信しています。
　QRコードまたは、検索いただき、SNS一覧からご確認ください。

西之表市　SNS
‐SNS による情報発信‐

学校給食センター「のびっ子」の令和５年度 学校給食物資納入業者を募集します

【応募要件】①保健所の営業許可がある（島内生
産者以外は、営業許可証を提出）。
②市税を完納している（完納証明書を提出）。
③市場取引が確立されている（島内生産者は除く）。
④冷蔵・冷凍設備が完備されている。
⑤１回に最大 1,350 人分程度の納品ができる。
⑥従業員の検便証明が学期に１回提出できる。
⑦計量器を所有している。
⑧自動車を所有し、物品を納品できる。ただし、
肉類・魚介類・冷凍食品等については、保冷能
力のある運搬車を所有していること。

⑨使用当日に、7時30分から8時30分までに（品
目によっては指定した時間帯に）納品できる。
【指定納入品目】肉類、ハム・ベーコン類、魚介
類、練製品、卵、豆腐類、野菜・果物類、調味料、
こんにゃく、麺類、一般物資、冷凍食品（凍菜）、
もやし類、乳製品、乾物、油
【応募方法】給食センター備付の「学校給食用物
資納入業者指定願」と必要書類を提出
【提出期限】12月 23日（金）17時 15分まで
■提出・問い合わせ先
　市立学校給食センター「のびっ子」☎ 23‐5661
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⑪

マイナンバーカード交付申請書の送付について

　マイナンバーカードをまだお持ちでない方に、
12 月上旬にかけて、オンライン申請用QRコー
ド付きマイナンバーカード交付申請書が順次送付
されます。最大２万円分のポイントがもらえるマ
イナポイントの申込にはマイナンバーカードが必
要です。申請期限は 12月末となっています。
　この機会にぜひ取得してください。
※ただし、次のような方には、交付申請書は送付
されません。

■問合せ先 市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 301・302

ごみの収集は、12月 31 日（土）～ 1月 3日（火）
まで休業します。休業中に、ごみステーションに
ごみを出さないようお願いします。

年末年始のごみの収集・ごみの持ち込み
・し尿のくみ取りについて

ごみの収集

ごみの持ち込み
　種子島清掃センターは、12月 31 日（土）～ 1
月3日（火）は、ごみの受け入れは行いません。また、
種子島清掃センターでは、12月 29 日～ 30 日は
混雑が予想されますので、早めの搬入をお願いし
ます。
《年末年始のごみの受入時間》

種子島清掃センター
☎ 28‐3310 牧之峯仮置場

12/30（金）
まで

通常通り
8時 30分～ 12時
13時～ 17時

通常通り
13時～ 17時

12/31（土） 休み 9時～ 11 時 30 分
1/1（日）

　～ 1/3（火） 休み 休み

し尿のくみ取り
　年末は、し尿のくみ取り依頼が集中するため、
ご希望に沿えないことがあります。また、12 月
10 日（土）までにお申し込みが無い場合、1月 4
日（水）からのくみ取りになる場合があります。

■問合せ先
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 303・304
　種子島地区広域事務組合環境安全係
　☎ 24-3933
■し尿くみ取り申込先
　西之表清掃社　☎ 22‐1620
　（土曜・祝日は午前中のみ営業、日曜休み）

　「第十一回特別弔慰金」の請求期限が近づいてい
ます。請求期限を過ぎると、第十一回特別弔慰金
を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請
求ください。
【請求期限】令和５年３月 31日
【支給対象者】
　支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で、
令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法に
よる公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護
法による遺族年金」などを受ける方（戦没者等の
妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先
順位のご遺族お一人に支給します。
１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族
等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことな
どの要件を満たしているかどうかにより、順番が
入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親
族（甥、姪　など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計
関係があった方に限ります。
【支給内容】
国債名称：第十一回特別弔慰金国庫債券　い号
額面：25万円（５年償還）
■問合せ先・請求窓口
西之表市福祉事務所援護係

　☎ 22‐1111（内線 329・323）

戦没者等のご遺族の皆様へ

① 75歳以上の方で、令和 2年度または令和 3年
度に後期高齢者医療広域連合からマイナンバー
カード交付申請書が送付されている方
②令和 4年 1月 1日以降に出生または国外から
転入された方
③在留期間の定めのある外国人住民の方
④配偶者からの暴力（DV）、ストーカー行為等、
児童虐待及びこれらに準ずる行為の被害者として、
住民票の住所と異なる居所情報を登録している方

市政の窓2022.12 月号



●令和 3年度決算に伴う公債費負担額、税負担額、歳出額（市民１人当たり）●令和 3年度決算に伴う公債費負担額、税負担額、歳出額（市民１人当たり）
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令和 2年度

74,45774,457
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令和 3年度
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93,82293,822

77,74977,749
94,88094,880

806,148806,148693,123693,123 694,486694,486 846,115846,115
635,206635,206

西之表市の台所事情西之表市の台所事情 ■問い合わせ先
　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111内線 279/283

　11月 1日付けで、令和 4年 4月 1日～ 9月 30 日の『西之表市財政事情』を公表しました。これは税金や地方交付税、
国・県補助金等がどのように使われているかを地方自治法の規定に基づき、毎年5月と 11月の２回公表するものです。

①令和 3年度の一般会計決算額
　歳入 12,126,489 千円（対前年度比△ 975,940 千円、7.4％減）、
歳出 11,870,526 千円（対前年度比△ 785,669 千円、6.2％減）で、
翌年度に繰り越すべき財源 12,947 千円を差し引いた実質収支額
は、243,016 千円の黒字。前年度に比べ、歳入・歳出決算額とも
に減少した主な要因は、1人当たり 10万円給付しました特別定額
給付金給付事業の皆減などによるものです。

公債費負担額

税負担額

歳出額

1  令和 4年度一般会計予算の状況（9月追加補正後）

 地方交付税の内訳（千円）
 普通交付税：4,106,318
 特別交付税：    497,970

 ●  ● 各会計別  予算執行状況（令和 4年 9月末現在）各会計別  予算執行状況（令和 4年 9月末現在）

■繰越明許費とは
　何らかの事由に基づき、年度内に支出が終わらない
見込みのあるものについて翌年度に繰り越して使用す
ることができる経費

　第 6次西之表市長期振興計画では、市の将来像として「人・自然・文化－島の宝が育つまち」を掲げています。
本市の主要課題である「人口減少、年齢構造の不均衡、高齢化の進展・地域力の減退・担い手不足」の解決に向け、
４つの分野（くらし・しごと・ひと・ぎょうせい）を設定し、それぞれ基本目標を掲げ、各施策、事業を着実に推進し、
基本計画の更なる実効性の向上に繋げながら、行財政基盤の強化に努めてきました。
　令和 3年度は、新型コロナウイルスや豪雨等による天災地変が日本経済に大きな影響を与え、本市でも、新型
コロナウイルスによる地域経済への打撃を受けました。また、若者を中心とした人口の流出が顕著で、過疎化・
高齢化・地域の疲弊が危惧されます。このような状況を打開すべく各種事業を展開し、生活基盤の安定や雇用環
境の充実、子育て支援や地域づくりなど、暮らしやすい環境づくりに引き続き取り組んでいきます。

②経常収支比率
　「経常収支比率」が 86.9％となり昨年度よ
り 2.3％減少。これは、経常的経費に経常一
般財源収入がどの程度充当されているかを見
るもので、比率が高いほど財政構造の硬直化
が進んでいることを表します。引き続き、経
常的経費の見直しを図ります。

市税
1,435,485
12.3％

地方交付税
4,604,288
39.4％

国庫支出金
2,046,030
17.6％

歳入（内側）歳入（内側）
歳出（外側）歳出（外側）
11,677,18511,677,185
　　　　千円　　　　千円

その他
1,336,875
11.3％

繰入金
592,979
5.1％

県支出金
1,037,918
8.9％

その他
1,701,534
14.7％

農林水産業費
968,773
8.3％

教育費
834,659
7.1％

衛生費
1,181,449
10.1％

公債費
1,200,114
10.3％

民生費
3,682,821
31.5％

総務費
2,107,835
18.0％

市税の内訳（千円）
固定資産税：627,884
市民税　　：583,155
市たばこ税：125,056
軽自動車税：   76,450
都市計画税：   22,940

市債
623,610
5.4％

［単位：千円］

［単位：円］

100,000

［単位：千円、％］

区　分
令和 3年度

予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 11,677,185 4,403,889 37.7

特
別
会
計

国民健康保険 2,318,521 826,025 35.6

交通災害共済事業 1,996 58 2.9

地方卸売市場 592 83 14.0

介　護　保　険 2,305,840 916,008 39.7

後期高齢者医療保険 262,479 74,838 28.5

計 4,889,428 1,817,012 37.2

合　計 16,566,613 6,220,901 37.6

一般会計（繰越明許費） 336,021 110,658 32.9

合計（繰越明許費含む）16,902,634 6,331,559 37.5

⑫市政の窓 2022.12 月号



市債市債
701,394701,394
5.8％5.8％

市税市税
1,409,7861,409,786
11.6％11.6％

県支出金県支出金
877,433877,433
7.2％7.2％

繰越金繰越金
446,233446,233
3.7％3.7％ その他

1,541,152
12.7％

【歳入分析】
 ● 地方交付税…対前年度比 411,640 千円（＋9.4％）。内訳は、普通交
付金が 4,260,274 千円で特別交付税は 537,159 千円。
 ● 国庫支出金…対前年度比△1,370,269千円（△36.8％）。主な要因は、
特別定額給付金事業の皆減や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金の減額。
 ● 市税…対前年度比△ 9,437 千円（△ 0.7％）。主な要因は、新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大による負担軽減のあった固定資産税の減少
によるもの。内訳は、市民税 596,399 千円、固定資産税 584,031 千
円、軽自動車税 75,493 千円、市たばこ税 131,787 千円、都市計画税
22,076 千円。
 ● 県支出金…対前年度比△ 35,980 千円（△ 3.9％）。主な要因は、種
子島周辺漁業対策事業や地域振興推進事業の減額
 ● 市債…対前年度比△95,752千円（△12.0％）。主な要因は、中学校プー
ル整備事業や校内通信ネットワーク整備事業の完了によるもの。

【歳出（目的別）分析】
 ● 民生費…対前年度比 511,359 千円（＋ 15.2％）。主な増の要因は、
臨時特別給付事業や子育て世帯等臨時特別給付金支給事業など扶助費の
増額
● 総務費…対前年度比△ 1,146,057 千円（△ 31.7％）。主な要因は、
特別定額給付金給付事業の皆減など補助費等の減額。
● 公債費…対前年度比△ 18,322 千円（△ 1.6％）。平成 12年度借入一
般公共事業債や平成 20年度借入過疎対策事業債の償還終了によるもの。
● 衛生費…対前年度比 131,467 千円（＋ 14.6％）。主な要因は、市営
住宅（桜が丘）浄化槽改修事業などの普通建設事業やワクチン接種委託
料など物件費の増額。
● 教育費…対前年度比△ 296,359 千円（△ 24.2％）。主な要因は、中
学校プール整備事業や校内通信ネットワーク整備事業などの事業完了に
伴う普通建設事業費の減額

歳入決算額　12,126,489 千円

歳出決算額　11,870,526千円

区　分
令和 3年度決算額 翌年度へ

繰越す
べき財源

実質収支歳入 歳出 差引
一　般　会　計 12,126,489 11,870,526 255,963 12,947 243,016

特
別
会
計

国民健康保険 2,280,311 2,265,256 15,055 0 15,055
交通災害共済事業 1,625 1,226 399 0 399
地方卸売市場 515 380 135 0 135
介　護　保　険 2,216,692 2,209,836 6,856 0 6,856
後期高齢者医療保険 248,849 248,088 761 0 761

計 4,747,992 4,724,786 23,206 0 23,206
合　計 16,874,481 16,595,312 279,169 12,947 266,222

●●各会計別の決算状況 ［単位：千円］

0
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9,600

10,000

10,400

10,800
［単位：百万円（地方債残高）］［単位：百万円（地方債発行額・公債費）］

令和 1年度平成 29年度
地方債発行額 公債費（元利償還金） 地方債残高

●●地方債発行額および残高、公債費（元利償還金）の推移

平成 30年度 令和 2年度

支
　地方債の残高は年々減少。平成
13年度末には 175 億円の残高で
したが、平成26年度末には 98.8
億円まで縮減を図りました。しか
し、汚泥再生処理センター整備事
業、防災拠点中央公民館（市民会
館）改修事業及び新種子島産婦人
科医院建設事業などに加え、平成
26 年度の繰越事業（災害復旧事
業など）により、平成 27 年度ま
でに 19.3 億円の地方債を発行。
平成 30年度も防災行政無線デジ
タル化事業等で平成 30年度末の
地方債残高は、105.8 億円となっ
ています。令和 3年度は、地方債
発行額が、公債費（償還額）を下
回ったため、地方債残高が 94.6
億円となっています。
　公債費（毎年の返済額）は、近
年行った大型普通建設事業により
増加傾向にありましたが、令和 2
年度より減少に転じ、令和 3年度
は 11.5 億円となっています。

令和3年度

797797

1,1631,163

9,8599,859

10,13310,133

10,58310,583

10,17310,173

656656

1,0921,092
1,5241,524

746746

1,1491,149
1,2181,218

［単位：千円］

［単位：千円］

2  令和 3年度一般会計決算の状況

9,200

8,800

1,800

1,400

1,000

800

600

200

701701
1,1451,145

9,4559,455

民生費民生費
3,884,9453,884,945
32.7％32.7％

総務費総務費
2,470,7502,470,750
20.8％20.8％

衛生費衛生費
1,032,1771,032,177
8.7％8.7％

公債費公債費
1,144,6451,144,645
9.6％9.6％

教育費教育費
928,992928,992
7.8％7.8％

その他
1,602,163
14.4％

農林水産業費農林水産業費
716,854716,854
6.6％6.6％

地方交付税地方交付税
4,797,4334,797,433
39.6％39.6％

国庫支出金国庫支出金
2,353,0582,353,058
19.4％19.4％
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今月のテーマ　

火
災
に
つ
い
て

■問合せ先　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 206

シリーズシリーズ
【第 8回】 防防 災災

～冬から春にかけて火災が起きやすくなります～
　これからの季節は、空気が乾燥することで火災が起きやすくなります。
西之表市の令和３年中出火率（人口１万人あたりの出火件数）は６．７１件
と、全国平均の２．７７件を大幅に超えています。火を扱う際には細心の注
意と火災予防対策を講じましょう。

●令和３年中西之表市の火災発生状況について

（火災等に関するお問い合わせ）
西之表消防署　予防係
　　　　　　電話　22-0119
　　　　　　　　　23-0119

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

・火災発生件数　１０件
うち、建物火災  ２件（住宅は１件）　その他火災  ８件。

・ハカマ焼きが原因の火災　５件
令和３年中火災の半数がハカマ焼きが原因となっています。

●住宅用火災警報器の設置は義務となっています。
・西之表市の設置率は６７. ３％です。（鹿児島県平均８８. ８％）
住宅火災にいち早く気づき、被害を軽減するためにも設置しましょう。

・設置している方は点検・交換をしましょう。
住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年以上経過しているも

　のはセンサー等の寿命により火災を認識しない可能性があります
　ので交換をしましょう。

西之表市いいとこ発見ナビゲーター
　市川あまみさんが 12校区のいいとこ発見！

本市 12校区のいいところを新発見・再発見！写真は各校区のフォトスポットで撮影しました。

◆集落支援員着任のご紹介◆
地域支援課榕城校区担当　鎌田　輝子
　榕城校区集落支援員の鎌田です。より暮ら
しやすく元気になるように活動したいと思い
ます。早くお役に立てるように頑張ります。
　見かけたら気軽にお声がけください！

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係☎ 22‐1111内線 215

◆ TikTok「西之表市交流アカウント」◆
　TikTok で西之表市交流アカウントを開
設します。
　観光や地域資源、西之表市のいいところ
やを PRしていきます！
　〈アカウント開設日〉
　令和４年 11月 24日　木曜日

⑭市政の窓 2022.12 月号



№ 239
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西
之
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市
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書
館
の
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み
聞
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テ
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ル
ー
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「
お
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と
び
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良
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に
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ン
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へ
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張
お

話
会
や
子
ど
も
読
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か
せ
グ
ル
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プ
「
キ
ッ
ズ
と
ん
と
ん
」

の
結
成
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
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表
彰
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し
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髙
野
の
り
子
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（
市
立
図
書
館
職

員
・
お
は
な
し
の
と
び
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と
ん
と
ん
代
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）
は
「
毎
回
色
々
な

お
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
。

今
後
も
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
「
お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と
ん
」

鹿
児
島
県
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
に
選
出
！

▲ 表彰式の様子

▲ 親子読書会の様子

読み聞かせボランティア
　「おはなしのとびらとんとん」
平成 23年に発足し、会員数８名で活動しているグループです。

毎月、第２土曜日に市立図書館で親子読書会を開催しています。

興味のある方は、是非、ご参加ください。
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（
※
受
給
資
格
期
間
）
は
１
２
０
月

以
上
で
す
。
１
２
０
月
に
満
た
な
い
場

合
は
、
追
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

受
給
が
可
能
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
期
間
…
次
の
①
〜
⑤
の
合
計

で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
。

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
。

③
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
期
間
。

④
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
配
偶
者
の
期
間
。

⑤
日
本
国
籍
の
方
で
海
外
に
居
住
し
て
い

た
期
間
な
ど
の
合
算
対
象
期
間
（
カ
ラ
期

間
）。

　

た
だ
し
、
⑤
の
場
合
、
年
金
額
に
は
繁

栄
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
※
法
定
免
除
）、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

と
き
に
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
法
定
免
除
…
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

期
間
や
、
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
期
間
な
ど
は
、
本
人
か
ら
の
届
出

に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除

さ
れ
る
こ
と
。

１
．
追
納
制
度
と
は

　

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
な
ど
の
期
間
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
。

２
．
追
納
で
き
る
期
間

　

追
納
の
申
し
出
が
承
認
さ
れ
た
月
の

前
10
年
以
内
。

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

【
事
例
１
】

　

サ
ツ
マ
イ
モ
を
容
器
に
入
れ
て
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
た
。
サ
ツ
マ

イ
モ
が
ま
だ
固
か
っ
た
の
で
、
再
度
自
動
ボ
タ
ン
を
押
し
て
加
熱
し
、

そ
の
場
を
離
れ
た
。
戻
っ
て
き
た
ら
部
屋
中
が
煙
だ
ら
け
に
な
っ
て
い

た
。（
70
歳
代
：
男
性
）

電
子
レ
ン
ジ
・・
食
品
や
容
器
・
包
装
に
合
っ
た
加
熱
を
！

電
子
レ
ン
ジ
・・
食
品
や
容
器
・
包
装
に
合
っ
た
加
熱
を
！

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆
食
品
が
少
量
の
場
合
や
、
根
菜
類
な
ど
水
分
が
少
な
め
の
食
品
で
は
、

急
速
に
加
熱
が
進
み
、
煙
が
出
た
り
発
火
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
手
動
で
加
熱
時
間
を
控
え
め
に
設
定
し
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
様
子

を
見
な
が
ら
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

◆
容
器
に
入
れ
て
加
熱
す
る
際
は
、
電
子
レ
ン
ジ
対
応
の
容
器
で
あ
る

か
確
か
め
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
レ
ト
ル
ト
食
品
や
冷
凍
食
品
は
、
ア
ル
ミ
包
装
な
ど
電
子
レ
ン
ジ
に

対
応
し
て
い
な
い
包
装
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
使
用
の
際
は
、
電
子
レ

ン
ジ
対
応
包
装
で
あ
る
か
な
ど
表
示
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
食
品
カ
ス
や
汚
れ
は
、
発
煙
・
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

◆
発
煙
・
発
火
し
た
際
は
、
す
ぐ
に
動
作
を
停
止
さ
せ
、
電
源
プ
ラ
グ

を
抜
き
、
扉
を
開
け
ず
に
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】

　

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を
食
べ
よ
う
と
思
い
外
箱
ご
と
温
め
た
ら
発
火

し
、
外
箱
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
も
電
子
レ
ン
ジ
対
応
の
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い
た
の
で
同
様
に
し
た
が
、
当
該
包
装
は
電
子
レ

ン
ジ
対
応
で
は
な
か
っ
た
。（
70
歳
代
：
男
性
）
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宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
島
内

の
小
学
校
に
お
い
て
、
出
前
授

業
「
移
動
宇
宙
教
室
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
授
業
の
テ
ー
マ
は

ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
、
宇
宙

食
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
各
学
校
の
希
望

に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
極
低
温
編
」
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
上
げ
に
欠
か
せ
な
い
液
体

窒
素
を
使
っ
た
実
験
を
行
い
ま

す
。
白
煙
が
も
く
も
く
と
立
ち

込
め
、
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ
「
移
動
宇
宙
教
室
」

（
本
文
の
内
容
は
11
月
４
日
時
点
）

▲「極低温編」
液体窒素を使った実験

　

10
月
12
日
、
内
之
浦
宇
宙
空

間
観
測
所
か
ら
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
６
号
機
を
打
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
打
上
げ
後
に
目

標
姿
勢
か
ら
ず
れ
、
地
球
を
周

回
す
る
軌
道
に
投
入
で
き
な
い

と
判
断
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
指
令
破

壊
信
号
を
送
出
し
、
打
上
げ
に

失
敗
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で

は
、
現
在
対
策
本
部
を
設
置
し

原
因
究
明
等
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
気
圧
・
真
空
編
」

で
は
、
地
球
を
覆
う
大
気
や
宇

宙
環
境
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

真
空
に
つ
い
て
、
実
験
や
工
作

な
ど
に
よ
り
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
す
。

 　
「
宇
宙
食
編
」
で
は
、
本
物

の
宇
宙
食
『
ス
ペ
ー
ス
カ
レ
ー
』

を
試
食
し
、
宇
宙
で
も
美
味
し

く
食
べ
る
た
め
の
形
状
、
味
や

栄
養
の
工
夫
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

水
ロ
ケ
ッ
ト
や
バ
ル
ー
ン
ロ

ケ
ッ
ト
の
製
作
・
打
上
げ
体
験

が
で
き
る
「
ロ
ケ
ッ
ト
編
」
も

人
気
の
授
業
の
一
つ
で
す
。
水

ロ
ケ
ッ
ト
は
条
件
が
良
け
れ
ば

飛
距
離
１
０
０
ｍ
以
上
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
打
上
げ
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　認知症になると、認知機能（大脳の働き）の低下に伴い、
できないことも多くなってきます。
　しかし、地域の皆さんの見守りと協力があれば、認知症に
なっても、買い物を楽しんだり、美容室や喫茶店で自分の時
間を過ごしたりなど、いままでと同様の生活ができます。
　認知症の人の特徴を知って、困っているときには支援して
あげてください。
　認知症に関する不安や心配事があるときなどは、地域包括
支援センターや認知症疾患医療センター（せいざん病院）、
かかりつけ医へご相談ください。

《認知症の人の特徴》
〇場所や時間がわからなくなる
　今がいつで、ここがどこなのか、症状が進行すると自分の
名前もわからなくなります。特に夕暮れ時などが危険です。
〇もの忘れの自覚がない
　記憶そのものが落ちてしまうので、忘れているという自覚
がありません。何かをしているとき、話しかけられたりする

認知症であっても暮らせる
　　　　　　　　　地域づくりを と、やっていたことを忘れてしまうなど、記憶がつながって

いません。
〇同時にいくつものことができない
　複数のことを同時に並行してできなくなります。そのため、
複数の人から話しかけられたり、いくつものことを同時に聞
かれるとわからなくなります。
〇複雑なことができなくなる
　買い物などでの計算やドラマの内容が理解できなくなりま
す。金額がわからなくなるので、すべて１万円札を出すなど
で対応していることもあります。
〇パニックになりやすい
　記憶が抜け落ちるため、認知症の人からすると、一日が連
続しておらず、また人の話などを理解するのも大変困難です。
買い物や銀行のATMなど今までできていたことができなく
なるいらだたしさなど、本人も大きな不安を抱えています。
そのため、ちょっとしたことでパニックになりやすく、周囲
に助けを求めるのも難しくなっています。

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
の

打
上
げ
失
敗
に
つ
い
て

宇
宙
科
学
技
術
館
・
バ
ス
ツ
ア
ー

年
末
年
始
の
開
館
・
運
行
状
況

　

年
末
年
始
の
お
休
み
は
、
12

月
28
日(

水)

〜
２
０
２
３
年
１

月
２
日(

月)

で
す
。
１
月
３
日

(

火)

か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
訪
を
ス

タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

⑰ 市政の窓2022.12 月号



  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
９
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

栁
川　

孝
幸

柳
原

栁
川　

敬
芳

長
野　

忍

横
山

長
野　

久
子

椎
木　

り
み
子
小
牧

椎
木　

司

上
﨑　

淑
子

平
松

谷　

ハ
ル
子

川
畑　

カ
ズ
ヨ
上
之
原
町

川
畑　

幸
二

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

市
來　

政
樹　
　
　

池
野

　
　

＆

下
東　

鈴　
　
　
　

池
野

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

吉
留　

乃の
あ彩

女
文
弥
舞

鴨
女
町

原　
　

彩さ
つ
き月

女

孝
明
真
美

納
曽

原　
　

菜な
つ
き月

女

孝
明
真
美

納
曽

平
原　

愛あ

い

な
唯
奈
女

大
成
美
穂

横
山

立　
　

琥こ
う
た
ろ
う

大
桜
男

悟

美
智
代
西
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

小
倉　

勇

84

松
畠

栁　
　

武
春

72

武
部

上
妻　

靜
雄

97

深
川

松
下　

曻

90

洲
之
崎

山
内　

義
秀

93

鞍
勇

渡
瀬　

キ
ワ

87

浅
川

上
村　

喜
久
男

85

榕
城
中
目

折
戸　

イ
ク
子

81

鴨
女
町

中
﨑　

正
寛

81

湊

中
村　

三
好

96

武
部

塩
﨑　

光
正

82

上
之
原
町

中
村　

ノ
リ

98

榕
城
中
目

是
枝　

定
人

78

十
三
番

武
田　

ナ
リ
子

62

鴨
女
町

宮
原　

良
行

59

寺
之
門

榎
本　

茂
春

88

東
町

有
島　

和
子

83

榕
城
中
目

長
野　

ス
ミ
エ

94

横
山

長
野　

フ
ユ

96

大
花
里

栗
田　

豊

92

鴨
女
町

岩
元　

和
則

88

榕
城
中
目

上
妻　

惠

96

深
川

大
田　

兼
吉

89

田
之
脇

岡
村　

純
夫

93

二
本
松

梅
元　

シ
ズ
ミ

90

柳
原

　

1111
月月
５５
日
（
土
）、
令
和
４
年
度
戦
没
者

日
（
土
）、
令
和
４
年
度
戦
没
者

追
悼
式
を
、
わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前
で
開
催

追
悼
式
を
、
わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前
で
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に
規
模
を
縮
小

の
観
点
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
し
、
例
年
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
も

し
て
開
催
し
、
例
年
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
も

中
止
と
し
ま
し
た
。

中
止
と
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
遺
族
会
・
各
支
会
の
方
々
や
、

　

式
で
は
、
市
遺
族
会
・
各
支
会
の
方
々
や
、

市
・
各
団
体
の
関
係
者
が
献
花
を
行
い
、
戦

市
・
各
団
体
の
関
係
者
が
献
花
を
行
い
、
戦

没
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

没
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
塔
の
階
段
は
、
例
年
同
様
、
榎
本
修

　

慰
霊
塔
の
階
段
は
、
例
年
同
様
、
榎
本
修

元
市
長
が
育
て
て
い
る
た
く
さ
ん
の
菊
の
花

元
市
長
が
育
て
て
い
る
た
く
さ
ん
の
菊
の
花

で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度 

戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
追
悼
式

戸籍の窓

⑱市政の窓 2022.12 月号
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米
寿
よ
り
又
ひ
と
と
せ
を
存
へ
て
未
来
の
文
字
は
か
す
み
て
揺
ら
ぐ

カ
マ
キ
リ
を
「
捕
ま
え
た
」
と
虫
か
ご
を
自
慢
気
に
見
せ
ほ
ほ
え
む
二
人

早
起
き
の
辛
い
冬
の
朝
ぼ
ら
け
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
白し

ろ
づ
き月

を
愛
で

夏
の
陽
に
特
攻
華
は
ゆ
れ
さ
は
ぐ
南
の
空
の
魂
帰
れ
と

リ
ハ
ビ
リ
に
行
け
ば
迎
え
る
卓
上
の
秋
の
花
々
話
題
を
さ
ら
ふ

遊
ん
で
と
尾
曲
り
猫
が
甘
嚙
み
す
江
戸
の
昔
に
船
で
日
本
へ

肩
す
ぼ
め
車
イ
ス
乘
る
我
が
す
が
た
抻お

し
て
い
る
の
は
ど
の
息
子
や
ら

夏
路
残
し
蝉
は
鳴
き
お
り
土
手
に
咲
く
彼
岸
花
の
色
冴
え
冴
え
と
見
ゆ

赤
き
蟹
沢
に
群
れ
て
営
々
と
い
の
ち
育
む
馬
毛
の
灯
消
す
な

秋
天
を
突
き
抜
く
が
ご
と
振
り
叩
く
孫
の
和
太
鼓
亡
夫
に
も
見
せ
た
や

ス
ス
キ
の
穂
一
本
手
折
り
て
眺
め
お
り
す
て
き
な
曲
線
風
に
た
な
び
く

白
黒
の
ア
ル
バ
ム
め
く
り
懐
か
し
む
秋
の
夜
長
に
涙
腺
ゆ
る
む

だ
い
や
め
の
甘
露
う
ま
し
と
唄
も
出
る

若
狭
姫
花
手た

む向
け
ら
れ
国
の
秋

植
え
た
苗
実
り
の
秋
に
黄
金
色

赤
い
柿
車
窓
に
映
り
美
味
し
そ
う

中
西
・
大
木
田　

松
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

野
木
之
平
・
戸
川　

蓉
子

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

上
之
原
町
・
成
田　

久
夫

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

能
野
・
福
元　

秀
義

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

小
牧
・
う
す
も
と　

義
信

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
け
い
じ
ろ
う

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
ち
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　2件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　59件
うち急病　44件

10月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   3 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   3 人

11月10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,558 3,952 7,510 3,918
上西 227 245 472 271
下西 1,006 1,089 2,095 1,148
国上 475 496 971 549
伊関 182 203 385 216
安納 172 172 344 196
現和 545 577 1,122 635
安城 147 137 284 161
立山 46 37 83 48
中割 36 36 72 52
古田 149 180 329 178
住吉 371 433 804 462

［校区別］

［人口］
全体 14,471 人（－ 5）
男性 6,914 人（－ 4）
女性 7,557 人（－ 1）
［世帯数］
7,834 世帯（－5）
（　）内の数字は前月比

10月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【10月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 183 145 3,105 590
葉茎菜
　　類 121 75 3,007 526

果菜類 144 111 1,585 596
その他 2,963 460 3,404 627
小 計 3,411 791 11,101 2,339

果
物
類

かん
きつ類 0 0 1,599 294

果瓜類 0 0 30 5
その他 40 13 1,680 398
小 計 40 13 3,309 697

鳥卵・　　
加 工 品 等 63 29 690 243

花　類 5,402
本 68 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
19トン

4トン
（21％）

15トン
（79％）

取引額
418万円

90万円
（22％）

328万円
（78％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《12月の休み》
4 日・7 日・11 日・14 日・18 日・
21日・25日・31日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

【仕事内容】
①⇒レジ接客・品出し・売場作り・発注等
②⇒弁当製造

ファミリーマート西之表西町店

スタッフ募集

ファミリーマート種子島駐在所
080-1789-6299　担当：迫田
※平日9：00～17：00まで受付可。

問い合わせ

①レジスタッフ 【時給900円　※22時以降1,125円】
   A：8時～13時　B:13時～17時　C：17時～21時
   D：21時～0時　E：0時～翌8時
②厨房スタッフ
   A：5時～8時　B：8時～13時　C:13時～18時
※勤務時間は相談に応じます。

⑲ 市政の窓2022.12 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
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ー
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ー
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o
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.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

18
Ｐ
か
ら
続
く

シオン学園

ℓ ℓ ℓ 

今
年
の
初
掘
り
さ
つ
ま
い
も
を

使
用
し
て
仕
込
ん
だ
新
焼
酎
は
、

旬
な
ら
で
は
の
甘
い
味
わ
い
と
、

香
ば
し
さ
が
特
徴
で
す
。

ラ
ベ
ル
は
甘
露
発
売
当
初
の

な
つ
か
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.takasakishuzo.com

・
お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら　

・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

創
業
西
暦
1
9
0
3
年

ー

ー

ー


